
「吉見町障害福祉計画・障害児福祉計画（素案）」に対するパブリックコメント 

の実施結果について 

 

１．実 施 時 期  令和６年１月５日（金）から令和６年１月２６日（金）まで 

２．意 見 の 件 数  １３件 

３．意 見 提 出 者 数  ２名 

４．意見の提出方法  電 子 メ ー ル  １件 

           郵 送  －件 

           フ ァ ッ ク ス  １件 

           直接書面提出  －件 

５．意 見 の 概 要  貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。   

以下のとおり、町の考え方をまとめ、公表いたします。 

NO 項目 意見の概要 町の考え方 

１ P４４  

第６章  地域生活支

援事業の必要量の

見込み  

１理解促進研修・啓

発事業 

ヘルプマークの普及

推進活動について  

全国的にヘルプマー

クの認知度が高まって

きていますが、吉見町

におきましての認知度

はまだまだであると感

じております。  

吉見町におかれまし

ても、町としまして正

しい知識のもとヘルプ

マークをご理解いただ

く普及推進活動に取り

組んでいただくことを

望みます。  

また、町ホームペー

ジにおいてヘルプマー

クとヘルプカードを合

わせまして単独のペー

ジとしまして掲載する

ことをも求めます。  

 

ヘルプマークにつ

きましては、町庁舎

のデジタルサイネー

ジに啓発画像を映

し、長寿福祉課窓口

にヘルプマークのポ

スターを掲示、パン

フレットラックにヘ

ルプマークのパンフ

レットを置き周知啓

発を行っておりま

す。 

また、町ホームペ

ージにおきまして

も、ヘルプマーク、

ヘルプカードの単独

のページを開設いた

しました。 

今後も、周知啓発

に取り組んでまいり

ます。 



２ P４４  

第６章  地域生活支

援事業の必要量の

見込み  

１理解促進研修・啓

発事業 

ヘルプカードの普及

推進について  

ヘルプカードについ

て、現状ですとホーム

ページよりダウンロー

ドしましてプリントア

ウトする形式のみとな

っておりますが、他市

町村におかれましては

コーティング加工をさ

れた厚さのある用紙に

プリントアウトをした

ものが配布されている

ことを多く見受けま

す。  

吉見町におかれまし

ても、このような耐久

性のあるヘルプカード

を作成し必要とする方

に配布をしていただけ

ますようご検討のほど

お願いします。  

 

 ヘルプカードにつ

きましては、ホーム

ページよりダウンロ

ードし、印刷して使

用するよう案内をし

ておりますが、自宅

等にインターネット

環境がない場合やパ

ソコンから印刷する

ことの出来ない方の

ために、印刷済みの

ヘルプカードを長寿

福祉課窓口におい

て、配布をしており

ます。 

３ P４４  

第６章  地域生活支

援事業の必要量の

見込み  

１理解促進研修・啓

発事業 

あいサポート運動に

ついて  

鳥取県からスタート

した運動であり、ヘル

プマークやヘルプカー

ドのこと、手話言語条

例の聴覚障害者のこと

も含む障害者全般のこ

とを「知って、気付い

て、支え合う」共生社

会づくりを推進する運

動です。  

埼玉県で施行されて

います『埼玉県障がい

がある人もない人も全

ての人が安心して暮ら

 あいサポート運動

は、障がいを正しく

理解し、障がいなど

がある方と共に生

き、共に活動するサ

ポーターを養成する

運動であると認識し

ております。 

 当町におきまして

も、既に実施してい

る自治体の取組内容

等を調査してまいり

ます。 



していける共生社会づ

くり条例』に準ずる運

動として「あいサポー

ト運動」を鳥取県と連

携をはかりながら吉見

町で事業化とすること

を求めます。  

 

４ P４７  

第６章  地域生活支

援事業の必要量の

見込み  

６意思疎通支援事

業  

 

２０２４年４月よ

り、民間事業者をも対

象に合理的配慮が義務

化となります。その点

を踏まえ、民間事業者

より手話通訳士や要約

筆記の要請や、障がい

福祉の団体のイベント

などの開催時には、わ

が町では手話言語条例

が制定となっている観

点から手話通訳士の派

遣は必要不可欠と考え

ます。吉見町の障害者

福祉ガイドブックの記

載によりますと「手話

通訳士の派遣を出来る

のは当事者のみ」とな

っております。他市町

村を参考に、合理的配

慮が民間事業者にも対

象となる点を踏まえた

計画と要約筆記の派遣

依頼が可能となるよう

ご検討をお願いしま

す。  

 

 手話通訳者の派遣

依頼について、当事

者のみならず、障が

い福祉団体や聴覚・

言語の障がい者に接

する方を含めるよ

う、聴覚障がい当事

者等の意見を聴きな

がら検討してまいり

ます。 



５ P２７  

第４章  障害福祉サ

ービス必要量の見

込み  

「就労移行支援」 

来年度より障がい者

雇用率の段階的な引き

上げも開始され、カウ

ントの算定方法も変わ

ります。一般就労に移

行を希望する方が増加

することと予想されま

すが、この点を踏まえ

た見込み数となってい

るでしょうか。 

 この見込み数は、

過去の実績数をもと

に、令和６年度から

の障がい者雇用率の

段階的な引き上げを

踏まえた数として計

上しております。 

６ （該当ページなし） 

避難行動要支援者

について 

「避難行動要支援者

の名簿の作成」につい

て、吉見町におきまし

ての進捗状況はいかが

でしょうか。  

また、要支援者の対

象外となっています不

安を抱えている方向け

にも要支援者としての

登録を促してはいただ

けませんでしょうか。  

 避難行動要支援者

の名簿作成につきま

しては、吉見町民生

委員・児童委員協議

会に各行政区の世帯

訪問調査を依頼し、

民生委員が調査を行

い作成しておりま

す。 

７ （該当ページなし） 

吉見町独自の難病

支援策について 

吉見町独自の難病支

援策についてその後の

進捗状況はいかかでし

ょうか。  

この素案の中には、

この難病支援策のこと

は盛り込まれているの

でしょうか。 

 吉見町独自の難病

支援策につきまして

は、現在、どのよう

な支援内容が効果が

あるか検討中であ

り、引き続き検討し

てまいります。 

 また、Ｐ２第１章

計画の基本的な考え

方４計画の対象者に

おいて対象としてい

ます。 



８ P９  

第３章成果目標の

設定  

２精神障がいにも

対応した地域包括

ケアシステムの構

築  

 

「精神障がいにも対

応した地域包括ケアシ

ステムの構築」を「精

神障がい（発達障害及

び高次脳機能障害を含

む）にも対応した地域

包括ケアシステムの構

築」と記してください。 

 

 Ｐ２第１章計画の

基本的な考え方４計

画の対象者において

発達障害、高次脳機

能障害も対象として

おり、記載について

は、素案のとおりと

させていただきま

す。 

９ P１８  

第３章成果目標の

設定  

６相談支援体制の

充実・強化等  

 

高次脳機能障害の方

への相談支援体制の充

実・強化について、計

画に記してください。

また、同じ器質性精神

障がいである若年性認

知症の方への支援につ

いても、計画に明記し

てください。  

 

 高次脳機能障害の

ある方や若年性認知

症の方の家族等に対

する相談支援体制と

しまして、Ｐ１８に

ありますように、国

の数値目標（成果目

標）として、令和８

（２０２６）年度末

までに、町に総合的

な相談支援、地域の

相談支援体制の強化

及び関係機関等の連

携緊密化を通じた地

域づくりの役割を担

う基幹相談支援セン

ターを設置するとと

もに、基幹相談支援

センターが地域の相

談支援体制の強化を

図るための体制を確

保すると明記されて

います。 

 また、地域づくり

に向けた協議会にお

いて、個別事例の検

討を通じた地域サー

ビス基盤の開発・改

善等への取組を行う



ために必要な協議会

の体制を確保すると

明記されています。 

 そのため、記載に

つきましては、素案

のとおりとさせてい

ただきます。 

１０ （該当ページなし） 

高次脳機能障害に

ついて 

高次脳機能障害への

支援について、どのよ

うに実施していくのか

具体的な施策を計画に

記してください。 

Ｐ２第１章計画の

基本的な考え方４計

画の対象者において

高次脳機能障害も対

象としていますの

で、素案のとおりと

させていただきま

す。 

１１ （該当ページなし） 

就労支援について 

若年性認知症や高次

脳機能障害の方を念頭

に置いて「中途障害者

の就労体制の充実」と

いった施策を記してく

ださい。  

 

 Ｐ１２の４福祉施

設から一般就労への

移行等において、福

祉施設を利用し、就

労移行支援事業等を

通じて一般就労に移

行する者のうち、就

労定着支援事業を利

用し、就労定着する

者の数値目標を設定

しています。 

 そのため、記載に

つきましては、素案

のとおりとさせてい

ただきます。 

１２ （該当ページなし） 

障害児福祉計画（素

案）について  

 

子どもの高次脳機能

障害への支援につい

て、例えば「発達障害

児支援の中で実施す

る」など、無理のない

形で吉見町としての施

策を記してください。  

 

Ｐ２第１章計画の

基本的な考え方４計

画の対象者計画にお

いて、発達障害、高

次脳機能障害も対象

としております。そ

のことから、発達障

害児も施策の対象と



しています。 

また、Ｐ３７の第

５章障害児通所支援

等の必要量の見込み

において、当町の施

策を明記しておりま

す。 

１３ P４７  

第６章地域生活支

援事業の必要量の

見込み  

６意思疎通支援事

業 

失語症者向け意思疎

通支援者派遣事業につ

いて、何らかの形で吉

見町の施策を記してく

ださい。 

 Ｐ４７第６章地域

生活支援事業の必要

量の見込み６意思疎

通支援事業におい

て、聴覚障がいや言

語障がい、音声機能

その他の障がいのた

め、意思の疎通が困

難な障がい者に対し

て手話通訳者、要約

筆記者の派遣を行

い、障がい者とその

周りの者の意思疎通

を円滑なものにする

としています。この

対象は、失語症者も

含まれております。  

 そのため、記載に

つきましては、素案

のとおりとさせてい

ただきます。 

 


